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５段階評価点 １年後の５段階評価点目標 3年後の５段階評価点目標

現　　　状

1 1 2 3 4 ⑤ 1 2 3 4 ⑤ 1 2 3 4 ⑤

2 1 2 3 4 ⑤ 1 2 3 4 ⑤ 1 2 3 4 ⑤

特定の経営資源のみ
に依存せず、財政
面で自立している
こと

ＮＰＯの経営は「人・もの・
金・情報」など、多様な経営資
源によって進められます。ＮＰ
Ｏは市民の自発性を大切にして
発足をしていますので、できる
だけ自由度の高い自立した経営
が求められます。そのため、特
に財政面では、特定の経営資源
のみに依存せず、会費や寄付金
収入、自主事業収入などの安定
した財源と、受託事業収入や補
助金・助成金収入などの一時的
ではあるがまとまりのある財源
とのバランスを考えることが大
切です。とりわけ昨今の「協
働」の名のもとで増加する行政
などからの委託事業に関して
は、設立目的との整合性の検討
や提示された条件について交渉
していける力量が重要です。

①会費収入　５００千円
②事業収入　１０，０００千円
③寄付金　５００千円
④委託金　４２９万円：熊本県
コミュニティビジネス創出促進
事業（障害者水泳指導）、NPO
パートナーシップ実践実験事業
（イベントUDガイドライン作
成）
⑤助成金１，９５０千円（介護
労働安定センター・熊本県○○
奨励金）
⑥その他　PC寄贈・什器寄贈
（イーパーツ・東京海上火災）

①会費収入　６００千円
②事業収入１５，０００千円
③寄付金　５００千円
④委託金　　０円
⑤助成金２，８０５千円（キリ
ン福祉財団・日本財団（障害児
水泳指導）・共同募金（聴覚障
害者水泳指導）・笹川スポーツ
財団（障害児スポーツ指導）介
護労働安定センター）

①会費収入1,000千円
②事業収入2５,000千円
③寄付金５００千円
④⑤については、不明確なので
記載していないが、働く障害者
の健康づくりをテーマにできる
もので申請できるのであれば３
００万程度で計画している。基
本的には自主財源で運営できる
ようにしたい。

3 1 2 3 ④ 5 1 2 3 4 ⑤ 1 2 3 4 ⑤

事業計画・予算の意

織（行政、企業、宗教団体、政 ③年に２回理事会開催 たので、正会員の負担が大き をしていますが、他の人材を育

重度の障害者を対象としていた為
に、軽度の障害者に対するサービ
スが出来ていない。軽度の障害者
の場合はもっと価格的にも利用し
やすいものにしないと、料金などの
問題で参加できない障害者も多い
というのが現状です。その為には
利用者そのものが増えて来ない
と、この体制はとれません。また、
法人自体の体力がつかないと取り
組めない課題でもあります。それ
を今後３年間で体力を付けなが
ら、継続できるようにしてまいりま
す。

障害者の自立支援・健康づくり
のための水泳指導を行うにおい
ていろいろな課題が見えてきま
した。障害者の運動不足による
肥満などの問題は、自立生活を
送るためにも介護者の負担が増
える。また、健康上においても
重大な課題です。この課題を解
決する為には、子どもの時から
スポーツに触れ合うことが重要
であると考えております。その
為には、障害児においてもス
ポーツ教室等に参加する機会を
与えることが必要であり、これ
を公営プールを利用し、学校が
終わった後、習いにいける環境
を整備することで、これらの解
消ができるものと考えられま
す。熊本市においては７つの公
営プールがあり、この７つの
プールを活用することで、障害
児の水泳教室を開校するという
ものです。

①障害者の自立支援・健康づく
りのための水泳及び水中運動指
導
②高齢者の健康づくりのための
水泳及び水中運動指導
③幼児・学童の水泳指導
④選手育成指導（シンクロ）
※①～④は月～土毎日各公営
プールで行っている
⑤夏場の水泳コーチ派遣
⑥夏休みプール監視及び管理委
託
※⑤～⑥夏休み期間委託を受け
て実施
⑦障害児ハイキング事業
⑧さわやかスイムフェスタ
⑨地域助け合い活動
⑩訪問介護事業

ＮＰＯが目指す活動の目的を、
わかりやすい言葉によって明ら
かにしていることが大切です。
それは、その活動によってどん
な社会的な変化をもたらそうと
しているのかなど、出来るだけ
具体的に明文化していることが
必要です。さらに、活動目的に
添った事業を適切に行っている
ことが、重要なポイントになり
ます。また、その事業によっ
て、質の良いサービスを安定
的・継続的に提供していること
も望まれます。そのためには、
事業を実施するための中・長期
的な事業計画を持ち、それを客
観的に評価しつつ、タイムリー
な見直しをしていくことも重要
でしょう。

明確なミッションを
持って、継続的な事
業展開をしているこ
と

今後の取り組みの予定

信頼されるＮＰＯの7つの条件　自己チェックシート

内　容項　目

特定非営利活動法人　IOBスポーツ推進事業団

理事長　福　島　貴　志

〒　８６２－０９５０　熊本県熊本市水前寺３丁目４４番３４号

www.h4.dion.ne.jp/~iob

市民の自発性に基礎を置くＮＰ ①スタッフミーティングを月に 数年間活動を行うと、正会員の 血の入れ替えは、組織を運営し

思決定において自律 Ｏとしては、その原点を危うく １回開催 中でも温度差がでるようになり ていくにおいて重要であると考

性を堅持しているこ しないように、特定の個人や組 ②臨時スタッフミーティング ました。定款が総会重視型だっ えています。現在は私が理事長

と 党等）の意向にコントロールさ ④年に１回の総会開催 い。その為一生懸命関る人間 成することが重要です。今の理
れることなく、独立して事業計
画や予算を決められるかどうか
が重要なポイントとなります。
また、対外的な独立性だけでは
なく、運営の仕組みとしても、
理事会や総会がある程度の頻
度・出席率で定期的に開かれて
いるといった、団体としての自
律したガバナンスも機能してい
ることが重要でしょう。

と、そうでない人間にどうして
も分かれてしまう。出来る範囲
で関って頂くことが重要である
と考え、定款を総会重視型か
ら、理事会重視型に変えて、負
担に感じている人に対して、そ
の負担を減らすことにしまし
た。

事が将来理事長になるか、ス
タッフの中から育成されていく
かになると思いますが、人材育
成というものも視野に入れて取
り組んでいきたい。



５段階評価点 １年後の５段階評価点目標 3年後の５段階評価点目標

現　　　状

4 1 2 3 ④ 5 1 2 3 ④ 5 1 2 3 4 ⑤

事業報告・会計報告
などの情報を積極的
に公開していること

会員や寄付などのいろいろな形
でサポートしている人たちから
だけでなく、ひろく社会の人々
に理解してもらい、活動の意義
に共感し支持・参加してもらう
ためには、何を目的に、どのよ
うな活動を行っているのか、そ
の成果はどういうものだったの
か、という事業の報告と、収支
や資産等の会計の報告が大切で
す。そして、ホームページや機
関紙などの自らの発信ツールを
用いて、組織情報を含め、それ
らを解りやすく積極的に公開す
ることが求められます。ＮＰＯ
法人は、年度終了後3ヶ月以内
に所轄庁に事業報告書や決算書
を提出し、一般の閲覧に供する
ことが義務づけられています
が、この最低限度の法的義務に
とどまらず、より積極的に情報
を公開することが望まれます。

①隔月に１回会報の発行
②ホームページ（NPO法人
PIYOPIYO堂本舗へ委託）

事業報告としては、事業報告書
として年に１回の報告を実施し
ていましたが、実際のところ、
市民の方は殆ど見ていないのが
実情であり、如何に情報を発信
して、私達の活動を理解して頂
く努力を行わなければ、良きに
しも、悪しきにしも評価されな
いので、共感を得ることに繋が
らないと考え、昨年９月より会
報を隔月発行し始めました。そ
の効果はまだでていませんが、
回数を重ねる毎に、ＩＯＢとし
ての歴史（実績）が残る。それ
だけでも先ずは十分な効果だと
考えています。次回で５号を発
行する予定です。ちなみに会報
は、会員以外にも各公共施設
や、我々が利用している公営
プールに置いて頂いています。

現在は、発行が700枚であり、
この発行数を今後は増やしてい
きたい。（2000部程度が目
標）また、現在はお金がかから
ないように手作りの会報である
が、印刷やに頼んできちんとし
たものを作れるようになること
が理想です。そうすることによ
り、より多くの共感を得ること
にも繋がるのではないかと考え
ています。希望としては、熊本
県内各地で配布が可能になるよ
うにしたい。その他、ホーム
ページやメーリングなどで、情
報発信がタイムリーに出すこと
ができるようになれば、新鮮な
情報をもっとだせれるようにな
ると考えています。

5 ① 2 3 4 5 1 ② 3 4 5 1 2 ③ 4 5

組織が市民に開かれ
ており、その支持と
参加を集めているこ
と

市民が自発的に社会問題の解決
に取り組む手段としてのＮＰＯ
の運営にあたっては、その意思
決定と事業推進において、広く
市民が参加しやすいシステムを
整備することが大切です。これ
は、対価を求めずに組織に関わ
る会員やボランティアの拡大、
参加に関する明文規定の整備、
会員・ボランティアの参加を進
めるスタッフの確保、企画段階
からの参加の機会の保障、意思
決定の経過報告や事業成果の公
開による組織の透明化などに
よって実現されます。こうした
努力は、市民の共感と支持を基
盤とした組織づくりを進めるこ
とでもありますが、その結果、
会費や寄付金などの共感に基づ
く収入の拡大が期待され、財政
的にも市民参加型の組織化が進
められることとなるでしょう。

今までは会員・スタッフ・ボラ
ンティアは不要でした。（利用
者が少なかったので）徐々に利
用者が増えて、一人では出来な
くなった時に、仲間が手伝って
くれるようになったという２段
階目にやっと入ってきたという
所です。ボランティアも使わな
くなったら、段々離れていきま
す。イベントなどを定期的に行
い、繋がりを保つということを
今は行っています。会員獲得に
おいては、実際の所、利用会員
がほとんどで、正会員や法人会
員は少ないのが、現状です。草
の根活動の団体ですので、実績
がない。というのが、大きな要
素だと考えています。情報発信
を行いつつ、組織づくりを行わ
なければならないと思います。

組織特に、事務局体制の強化が
急務です。常勤職員が私を含め
て４名になり、体制がとれるよ
うになってきましたので、責任
の所在をはっきりとさせる必要
性があります。ボランティアの
安定した参加の保証をすること
で、安定した運映ができるよう
になりました。時々、負担にな
らない程度で、スタッフミー
ティングにも参加して頂いてい
ます。しかし、まだ、このボラ
ンティアスタッフが少ないの
で、年に２人～３人ずつは増え
るようにしていきたいと思いま
す。

私達の活動は全国でもあまり行
われておりません。（不定期に
実施しているところはあります
が年間を通じて実施していると
ころは少ない）それが私達の強
みでもあったのですが、逆に弱
みでもあります。多くの方がそ
れを必要だと認めていただき、
各地で行われることで大きな力
となり、それが社会を変える力
になると思います。最近、人吉
や阿蘇からもこのような活動を
したいという相談もあるように
なりました。そういった意味に
おいて、指導マニュアルやカリ
キュラム、講習会などを行い、
仲間を増やしていきたいと考え
ていますし、それを受け入れら
れる体勢（組織づくり）を作ら
ねばならないと思います。

6 1 ② 3 4 5 1 2 ③ 4 5 1 2 3 ④ 5

最低限の事務局体制
が整備されているこ
と

事務局体制には、それぞれの組
織の事業内容や事業規模により
違いはありますが、社会的な事
業を行っているＮＰＯとして
は、常勤スタッフの有無にかか
わらず、外部からの連絡がいつ
でもきちんととれる体制の整備
が必要です。さらに、その担当
者が頻繁に変わることなく、継
続的・安定的に仕事をしている
ことも重要です。また、組織と
して事業を実施している限り、
情報が個人にのみ所有されるこ
とのないように、組織内部で情
報を共有するための連絡調整の
仕組みをつくることや、担当す
る業務の範囲や責任の所在を明
確にしておくことも重要です。
物事を進めていく上での決裁の
仕組みや権限の所在について
も、内部で取り決めておくこと
が大切でしょう。

初年度は、私自身が現場で仕事
をしていたため、外部からの連
絡が取りにくい状況でした。ま
だまだ財政的に苦しいのです
が、15年度は事務局と現場サ
イドと２つの組織に分けており
ます。現場サイドは荒木が担当
し、事務局は私が担当しており
ます。また、現場サイドと事務
局サイドがわかれることで、組
織全体として自己チェックがし
やすくなったという効果があり
ます。（互いがチェックし合
う）

利用者が増えてきたので、担当
する業務の範囲や責任の所在を
明確にしていく必要性がでてき
ました。また、ボランティアス
タッフなども関り方が増えてま
いりますので、今後は、組織内
部の体制を作り上げていきたい
と計画しています。日報や報告
書等の作成

事業の起承転結を明確にしてい
く必要があります。その体制づ
くりを活動をしながら反省し、
作り上げていく。これで万全と
いうのではなく、見直しをしな
がら、より良いものにしていき
たいと思います。また、外部
（第3者）からのチェックを行
い、自律した活動を行っている
か？ミッションに整合性がある
か？などを評価するシステムが
必要だと考えています。

7 1 ② 3 4 5 1 2 3 4 ⑤ 1 2 3 4 ⑤

項　目 内　容
今後の取り組みの予定

新しい仕組みや社会
的な価値を生み出す
メッセージを発信し
ていること

必ずしもすべてのＮＰＯが社会
変革を目指すべきであると言う
わけではありませんが、多くの
ＮＰＯは、どこか社会に問題が
あると気づくところからスター
トしていると思います。しかし

障害者・高齢者の多くは障害が
あるため、家に引きこもりにな
りがちです。その為に社会との
接点が少ない方が多いというの
も実情です。水泳及び水中運動
は、身体の不自由な方でもでき

リハビリのつもりで練習に来た利用者
は毎週練習することで、引きこもりが
少なくなり、他のスポーツや行事など
にも積極的に参加するようになってき
ました。また、公営プールはいろんな
社会の方が参加する言わば、市民の社
交場でもあります。いろんな方とのふ

障害の有無関係なく全ての人々
が健康づくりのためのスポーツ
に取り組める仕組みを作ること
がＩＯＢとしての目標です。し
かも、利用者が自分のライフス
タイルに合わせて自分が行きた

れあいは、障害者にとっても大きな励日常的な事業の推進に追われる るスポーツでリハビリに効果も いときに、行きたい場所（近く
うちに、いつしか当初の問題意
識を忘れてしまうことも少なく
ありません。ＮＰＯである限り
は、当初の問題意識を忘れるこ
となく、常に社会に目を開き、
よりよい社会づくりのために何

あることから、スポーツという
より、リハビリ・健康づくりの
為に必要であるということを情
報発信し、利用者拡大を行って
きました。特に障害がある為に
スポーツ等に参加することを諦

みにもなりましたし、健常者にとって
も障害者を知る機会になったと考えま
す。これがまた一つのメッセージに
なったと思います。今までの活動も大
事だが、諦める前にできる環境をつく
るということで、障害児の水泳教室を
始めました。学校が終了した夕方から

の施設）で利用できる。欲を言
えば、週に２回利用できるよう
になれば、障害者・高齢者を含
めた地域の方が健康づくりのス
ポーツを実践することができる
ようになります。これが引いて習えるということを発信し、アクア

が必要か、自分たちには何がで
きるのか、新しい仕組みや社会
的な価値の創造について思いを
巡らし続けたいと思います。そ
して大切なことは、それをタイ
ミングよくメッセージとして社

めている人々が多いので、個人
指導から対応を行い、誰もが利
用できるようなシステムを最初
に提供しました。（どこでも受
けいられない方から始めたこと
が良かったと思います。）ま

ドーム・パークドーム・はません健康
パーク・南部センタープールにて週３
回～４回開催できるようにしたい。週
１回でも構わないのだが、それだと、
自分の行きたい時間が制限される。本
人のライフスタイルにあった形での事
業展開と、休んだ時のリスクをなくす

は、介護保険・医療保険等の削
減に繋げていくことが最終的な
目標です。

会に発信していくことです。こ た、体験教室の開講が大きな 為に振り替え授業制度を作り、対応す

その他

のようなメッセージの積み重ね
が、そのＮＰＯの大きな信頼に
つながるはずです。

きっかけとなり、その受講生及
びその口コミから活動が広がっ
てまいりました。

ることで共感を得ています。


	ＩＯＢスポーツ推進事業団

